


　フード・アクション・ニッポン　アワードは本年度で4回目になり、食料自給率向上への活動が
定着してきたと感じました。特に本年度の応募作品は、1社だけでの取組から、企業と地域、
研究機関や学校と企業など、業界や既成の境界を超えた取組が増えてきたことが特徴だと
思います。今後、企業や研究機関、農業者や地域がそれぞれの強みを生かして国産農産物の
商品化やサービス開発をさらに進め、国内農業の発展と地域の活性化が進むことを期待して
います。

農業経営者澤浦彰治

　審査員に加わらせていただき、たくさんのすばらしい取組に心を動かされました。特に高校生
の意識の高い取組を拝見して、私も頑張らねばと力をいただきました。
　同時に、食料自給率の向上には、まず一人ひとりが自国の農産物に対しての意識を高める
ことが大切だと実感しました。小さいAC TIONの積み重ねが真の食料自給率向上につながる
と確信しております。ぜひ、皆さま一人ひとりに興味を持っていただきたい。生産者の情熱、
努力を皆さまにお届けするべく、微力ながらお手伝いさせていただきます。

料理研究家松田美智子

　このアワードが始まって４回目、だいぶ取組の裾野が広がってきたように感じます。飼料用米の
利用や米粉の商品開発などは、取組の先進性だけではなく、量的な広がりを重視して選考
しました。そろそろ、点から面への転換があるべきだと思うからです。
　ただ、個人的にはまだまだ取組対象品目が足りないという感を強く持っています。たとえば
今日の日本人のカロリーの大部分となっている油脂類や畜産物をもっと「国産化」していかねば
なりません。来年にまた期待したいと思います。

農産物流通コンサルタント山本謙治

　今年度で4回目となったフード・アクション・ニッポン アワード。昨年の大震災以降、地域の
農林水産物や食品・食材への関心、さらには家族で食卓を囲むことや家庭料理への関心が
高まっているように感じられます。
　受賞した活動が、情報や商品として広く社会に普及し、それらを通じてフード・アクション・
ニッポンというムーブメントが国民の間に浸透することを願っています。

伊藤忠ファッションシステム マーケティングディレクター吉水由美子

　1億人以上が生活するわが国で、ここまで低下してしまった食料自給率を短期間に劇的に
向上させる魔法はありません。問題の解決に向けて、大胆に、しかし地道に挑戦していくしか
ないのです。たとえば米粉や飼料用米は間違いなく切り札の一つです。しかし、もっと利用
が進むには、消費者が理解し受け入れ、生産者が納得し取り組んでもらわなければなりません。
そのための対話をどのように進めるかが鍵です。受賞された皆さんの事例には、多くの知恵や
工夫がありました。これを皆で学び、さらに発展させていくことを祈っています。

東京大学大学院  農学生命科学研究科  教授中嶋康博

　地方にはまだ多くの知らないコンテンツが隠れていて、そこに日本の未来があると感じま
した。地方の活性化を通じて中央へ働きかけることが重要で、流通と付加価値を組み合わせた
新しい食のコングロマリットが日本で形成されることが必要だと思いました。
　みんなが笑顔でいられる日本を、食を通じて広めていくため、一人ひとりの個性とグループ力
を応援しながら、僕自身も進んで取り組んでいきたいと感じました。

モンサンクレール  オーナーシェフ辻口博啓
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フード・アクション・ニッポン アワード 2012 実施報告

実施概要

審査基準

●主　　催：

●共　　催：

●後　　援：

●実施期間：
　

●募集部門：

　　

●表　　彰：
　

フード・アクション・ニッポン  アワード 2012 実行委員会

農林水産省

内閣府、文部科学省、観光庁、環境省

≪応募受付≫ 2012年6月20日（水）～8月20日（月）
≪表 彰 式≫ 2012年11月2日（金）　会場：有楽町朝日ホール

食料自給率向上に寄与する事業者・団体等の活動が対象
■商品部門　■流通部門　■販売促進・消費促進部門　■研究開発・新技術部門

■大賞：1件
■部門最優秀賞：各部門1件
■部門優秀賞：商品部門10件、流通部門5件、販売促進・消費促進部門10件、研究開発・新技術部門5件
■食べて応援しよう！賞：10件
■審査委員特別賞：10件
※食べて応援しよう！賞は、東日本大震災の復興に向けた活動や被災地に対する支援活動に授与します。
※審査委員特別賞は、食料自給率向上に資する取組から先進的事例を選出します。

　今年度で4回目となるフード・アクション・ニッポン　アワード　2012は、食料自給率の向上に
寄与する企業・団体などの活動を発表する場として、また、その発表を通して、広く社会に
食料自給率向上への意識を浸透し、フード・アクション・ニッポン全体のさらなる活性化につな
げることを目的として実施いたしました。今回は、ジャンルにこだわらず食料自給率の向上に
資する先進的な取組を表彰する「審査委員特別賞」を設置。昨年度設置した東日本大震災
被災地への食と農の復興に寄与する取組を表彰する「食べて応援しよう！賞」も継続し、
ひとつでも多くの取組を広く紹介することをめざしました。
　応募期間は2012年6月20日から8月20日。フード・アクション・ニッポン推進パートナーなど
多くの関係者の協力を得て、広く募集しました。

商品部門 ●  地域の食材や知恵、技を活用した、魅力的な商品である
●  国産食材のおいしさなどの特徴を新たな視点で活かしている　など

部門共通 ●  食料自給率の向上に貢献、国産農産物の消費拡大、あるいは意識の啓発に寄与している
●  取り組みが継続して評価されている、あるいは今後広く普及が期待できる
●  農業・地域の活性化、環境問題への対応等、食料自給率の向上以外の面でも波及効果が期待できる

流通部門 ●  異なる領域への進出や、他業種と効果的に連携するなど、斬新な取り組みである　など
●  国産農産物の消費拡大に際して、効果的な展開を行っている　など

販売促進・消費促進部門 ●  国産食材のおいしさや魅力を訴求効果の高い手法で伝え、国産農産物の消費拡大に貢献している
●  取り組みの結果、生活者や関係者の食料自給率向上に向けた具体的な行動につながっている　など

研究開発・新技術部門 ●  先進性・独創性に優れている
●  国産食材の活用等に際して、困難な課題を解決している　など

審査委員特別賞 ●  規模や実績によらず食料自給率向上に向けた取組として先進的である など

食べて応援しよう！賞 ●  被災地の農業と食品産業の復興に寄与している
●  被災地住民の支援に寄与している
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集計結果

三重県

青森県

岩手県
秋田県

山形県
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福島県

富山県
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東京都
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《都道府県別集計》

《応募者分類別集計》
業　種 商品部門 流通部門 販売促進・消費促進部門 研究開発・新技術部門 総　計

　応募期間中に寄せられた応募数は、862件に達しました。基本4部門でもっとも応募が多かったのは商品部門で335件。
魅力的な製品が食料自給率向上を促している様子がうかがえました。

外食
食品メーカー  
食品流通  
企業（食品関係以外）
農業生産者・農業団体  
学校・教育機関  
非営利組織  
マスコミ関係
その他

合計

77
292
120

97
104

36
16
16

104

862

32
145

39
27
43

9
4
4

32

15
34
37
24
20

3
3
3

21

27
82
39
39
28
13

8
9

42

3
31

5
7

13
11

1
0
9

335 160 287 80



フード・アクション・ニッポン  推進本部事務局
〒105-7001 東京都港区東新橋1-8-1

TEL：03-6217-2100　FAX：03-6217-2109
（土・日・祝日を除く、10:00～17:00）

公式サイト：http://syokuryo.jp

お問い合わせ先


